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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

　

回次
第13期

第３四半期連結
累計期間

第14期
第３四半期連結
累計期間

第13期
第３四半期連結
会計期間

第14期
第３四半期連結
会計期間

第13期

会計期間

自平成21年
４月１日
至平成21年
12月31日

自平成22年
４月１日
至平成22年
12月31日

自平成21年
10月１日
至平成21年
12月31日

自平成22年
10月１日
至平成22年
12月31日

自平成21年
４月１日
至平成22年
３月31日

売上高（百万円） 12,750 14,117 3,555 3,306 17,826

経常利益（百万円） 1,772 2,046 502 214 2,192

四半期（当期）純利益（百万円） 1,086 1,290 246 162 1,496

純資産額（百万円） － － 6,429 8,054 6,926

総資産額（百万円） － － 18,899 14,065 19,978

１株当たり純資産額（円） － － 138,508.31170,659.58148,548.41

１株当たり四半期（当期）純利益

金額（円）
23,560.4227,637.025,332.543,475.0632,397.64

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
23,502.8527,620.465,309.25 － 32,316.50

自己資本比率（％） － － 33.9 56.8 34.5

営業活動による

キャッシュ・フロー（百万円）
2,545 8,081 － － 2,010

投資活動による

キャッシュ・フロー（百万円）
△125 △82 － － △6

財務活動による

キャッシュ・フロー（百万円）
△1,439 △3,439 － － △1,634

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高（百万円）
－ － 1,396 5,306 788

従業員数（人） － － 189 220 194

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記

載しておりません。

２．売上高には、消費税等を含んでおりません。

３．第14期第３四半期連結会計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、希薄化効果を有

している潜在株式が存在しないため記載しておりません。
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２【事業の内容】

当第３四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、

重要な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。

３【関係会社の状況】

当第３四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

 

４【従業員の状況】

(1）連結会社の状況

 平成22年12月31日現在

従業員数（人） 220 (63)

　（注）従業員数は、就業人員であり、臨時雇用者数（パート、アルバイト及び派遣社員）は、当第３四半期連結会計期間

の平均人員を（　）外数で記載をしております。

(2）提出会社の状況

　 平成22年12月31日現在

従業員数（人） 161 (62)

　（注）従業員数は、就業人員（当社から社外への出向者を除く。）であり、臨時雇用者数（パート、アルバイト及び派遣

社員）は、当第３四半期会計期間の平均人員を（　）外数で記載をしております。
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第２【事業の状況】

１【生産、受注及び販売の状況】

(1）生産実績

当第３四半期連結会計期間の生産実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。

セグメントの名称
当第３四半期連結会計期間
（自　平成22年10月１日
至　平成22年12月31日）

前年同四半期比増減（％）

ＦＰＤ事業（百万円） 3,241 △15.4

合計（百万円） 3,241 △15.4

　（注）１．金額は販売価格によっております。

２．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

(2）受注状況

当第３四半期連結会計期間の受注状況をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。

セグメントの名称

　

　受注高

　（百万円）

　

前年同四半期比増減　

（％）　

　

　受注残高

　（百万円）

　

前年同四半期比増減　

（％）

ＦＰＤ事業 1,344 △62.8 9,236 △27.9

合計 1,344 △62.8 9,236 △27.9

　（注）１．金額は販売価格によっております。

２．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

(3）販売実績

　当第３四半期連結会計期間の販売実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。

セグメントの名称
当第３四半期連結会計期間
（自　平成22年10月１日
至　平成22年12月31日）

　
前年同四半期比増減（％）　

　

ＦＰＤ事業（百万円） 3,306 △7.0

合計　（百万円） 3,306 △7.0

（注）本表の金額には消費税等は含まれておりません。

２【事業等のリスク】

当第３四半期連結会計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載

した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

　

３【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。　

EDINET提出書類

株式会社ブイ・テクノロジー(E02334)

四半期報告書

 4/28



４【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中における将来に関する事項は、当四半期報告書提出日現在において当社グループが判断したものであります。　

(1) 業績の状況

　当第３四半期連結期間におけるわが国経済は、自動車生産の落ち込み、世界経済の不透明感及び円高の進行等によ

り、2010年12月発表の日銀短観において大企業製造業の業況判断DIが、７四半期ぶりに前回調査と比して悪化する

など、景況感が悪化する中で推移いたしました。

　当社グループの関連するフラットパネルディスプレイ（ＦＰＤ）市場は、日本ではエコポイント効果が認められ、

また中国を中心とする新興国では、出荷台数で先進国を初めて抜いたものの、世界的なＬＣＤ ＴＶ需要としては、

米欧でのマクロ経済の悪化等により市場の期待以下で推移し、パネル価格も下落基調で推移いたしました。一方、設

備投資に関しては、主に中国への設備投資計画の活発化がみられました。

　このような環境の中、当社グループは検査関連装置については主に中国向け案件での商談成約に向けた活動を、露

光装置については海外パネルメーカーを中心に拡販活動を行ってまいりました。

　受注状況は、主に中国向けの検査関連装置の受注を獲得したことから、受注額は13億4千4百万円（前年同四半期比

62.8％減）、受注残高は92億3千6百万円（前年同四半期は128億1千1百万円）となりました。

　販売状況は、韓国、台湾向けの修正装置を主とした検査関連装置の売上及び韓国向けの露光装置の売上により、売

上高は33億6百万円（前年同四半期比7.0％減）となりました。

  原価については、引き続き原価低減活動及び製造コスト管理の強化に注力いたしました。一方、販売費及び一般管

理費については、前年同四半期に比べ、2億4千3百万円増加しております。主な増加理由としては、将来を見据えた研

究開発費の1億1千5百万円増加、中国向け案件の増加に伴う販売手数料の2千万円増加、及びアフターサービス費の2

千4百万円増加によります。

　この結果、連結営業利益は2億4百万円（前年同四半期比58.7％減）、連結経常利益は2億1千4百万円（前年同四半

期比57.3％減）、連結四半期純利益は1億6千2百万円（前年同四半期比34.1％減）となりました。

　

 (2) 財政状態の分析

　当第３四半期連結会計期間末における総資産は、前連結会計年度末に比べ59億1千3百万円減少し、140億6千5百万

円となりました。主に「現金及び預金」が45億8百万円増加したこと、「売掛金及び受取手形」が83億7千4百万円減

少したこと、「仕掛品」が15億7千万円減少したことによります。

　負債は、前連結会計年度末に比べ70億4千1百万円減少し60億1千万円となりました。主に「支払手形及び買掛金」

が30億9千8百万円減少したこと、「短期借入金」が33億5千万円減少したことによります。

　純資産は、前連結会計年度末に比べ11億2千7百万円増加し、80億5千4百万円となりました。主に当第３四半期連結

累計期間の連結四半期純利益12億9千万円によります。

　

 (3) キャッシュ・フローの状況

　当第３四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という）は、前第３四半期連結会計期

間末に比べ39億9百万円増加し、53億6百万円（第２四半期連結会計期間末からは15億4千万円の増加）となりまし

た。当第３四半期連結会計期間における各キャッシュ・フローの状況は以下のとおりです。

　

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動の結果取得した資金は、26億8千8百万円（前年同四半期は5億2千6百万円の使用）となりました。資金の

取得は、主に売上債権の減少額48億円、税金等調整前四半期純利益2億6百万円、資金の使用は、主に棚卸資産の増加

額7億7千万円、仕入債務の減少額11億7千5百万円によります。

　

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動の結果使用した資金は、3千4百万円（前年同四半期は4千2百万円の使用）となりました。主に有形固定資

産の取得による支出額2千７百万円によります。

　

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動の結果使用した資金は、10億8千7万円（前年同四半期は6億4千3百万円の取得）となりました。主に短期借

入金の純減額10億円によります。

　

(4）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第３四半期連結会計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。
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(5）研究開発活動

　当第３四半期連結会計期間における当社グループの研究開発活動の金額は、1億8千7百万円であります。なお、当第

３四半期連結会計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３【設備の状況】
(1）主要な設備の状況

当第３四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。　

(2）設備の新設、除却等の計画

当第３四半期連結会計期間において、前四半期連結会計期間末に計画中であった重要な設備の新設、除却等につ

いて、重要な変更はありません。また、新たに確定した重要な設備の新設、拡充、改修、除却、売却等の計画はありませ

ん。 
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 175,903

計 175,903

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成22年12月31日）

提出日現在発行数（株）
（平成23年２月４日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 47,540 47,540
東京証券取引所

（マザーズ）

当社は単元株制

度は採用してお

りません。

計 47,540 47,540 － －

 （注）「提出日現在発行数」欄には、平成23年２月１日からこの四半期報告書提出日までの新株予約権の行使により発

行された株式数は含まれておりません。

 

（２）【新株予約権等の状況】

会社法に基づき発行した新株予約権は、次のとおりであります。　

平成21年６月25日定時株主総会決議　

 
第３四半期会計期間末現在
（平成22年12月31日）

新株予約権の数（個） 386

新株予約権のうち自己新株予約権の数（個） －

新株予約権の目的となる株式の種類 普通株式

新株予約権の目的となる株式の数（株） 386

新株予約権の行使時の払込金額（円） 666,300

新株予約権の行使期間
平成23年10月１日から

平成26年９月30日まで

新株予約権の行使により株式を発行する場合の株式の発行価格及び

資本組入額（円）

発行価格　　666,300

資本組入額  333,150

新株予約権の行使の条件

(1) 本新株予約権者は、本新株予約権の行使時において、当社または当

社の関係会社の取締役、監査役または従業員でなければならない。

(2) 本新株予約権者の相続人による本新株予約権の行使は認めない。

新株予約権の譲渡に関する事項 本新株予約権を譲渡するには取締役会の承認を要する。

代用払込みに関する事項 －

組織再編成行為に伴う新株予約権の交付に関する事項 　－

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

EDINET提出書類

株式会社ブイ・テクノロジー(E02334)

四半期報告書

 8/28



 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（百万円）

資本金残高
（百万円）

資本準備金増
減額
（百万円）

資本準備金残
高（百万円）

平成22年10月１日～ 

平成22年12月31日
－ 47,540 － 2,408 － 2,064

 

（６）【大株主の状況】

当第３四半期会計期間において、ＤＩＡＭアセットマネジメント株式会社及びその共同保有者であるダイアム

インターナショナルリミテッドから平成22年12月20日付の大量保有報告書（変更報告書）の写しの送付があり、

平成22年12月15日現在で1,947株を保有している旨の報告を受けておりますが、株主名簿の記載内容が確認でき

ないため、当社として実質所有株式数の確認ができません。

なお、ＤＩＡＭアセットマネジメント株式会社及びダイアムインターナショナルリミテッドの大量保有報告書

（変更報告書）の写しの内容は以下のとおりであります。

氏名又は名称 住所 保有株券等の数（株） 株券等保有割合（％）

ＤＩＡＭアセットマネジメント

株式会社

東京都千代田区丸の内３丁

目３番１号
株式　　　　1,277 2.69

ダイアムインターナショナルリ

ミテッド

英国　ロンドン市フライ

デーストリート１番地
株式　　　  　670 1.41
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（７）【議決権の状況】

 当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載す

ることができないことから、直前の基準日（平成22年９月30日）に基づく株主名簿による記載をしております。

①【発行済株式】

　 平成22年9月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － 　－

議決権制限株式（自己株式等） － － 　－

議決権制限株式（その他） － － 　－

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式    　      748 － －　

完全議決権株式（その他） 普通株式      　 46,792 46,792 －

単元未満株式 － － －

発行済株式総数 　　47,540 － －

総株主の議決権 － 46,792 －

②【自己株式等】

　 平成22年9月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

株式会社ブイ・テクノロ

ジー

神奈川県横浜市保土ヶ谷

区神戸町134番地
748 － 748 1.57

計 － 748 － 748 1.57

（注）当第３四半期会計期間末の自己株式数は748株であります。

２【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別
平成22年
４月

５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月

最高（円） 628,000592,000560,000528,000473,000371,000333,000428,000475,000

最低（円） 525,000482,000498,500460,500356,500285,400253,000278,000383,500

（注）最高・最低株価は、東京証券取引所マザーズにおけるものであります。

３【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期報告書の提出日までにおいて、役員の異動はありません。

 

EDINET提出書類

株式会社ブイ・テクノロジー(E02334)

四半期報告書

10/28



第５【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

　なお、前第３四半期連結会計期間（平成21年10月１日から平成21年12月31日まで）及び前第３四半期連結累計期間

（平成21年４月１日から平成21年12月31日まで）は、改正前の四半期連結財務諸表規則に基づき、当第３四半期連結

会計期間（平成22年10月１日から平成22年12月31日まで）及び当第３四半期連結累計期間（平成22年４月１日から

平成22年12月31日まで）は、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第３四半期連結会計期間（平成21年10月１日から平

成21年12月31日まで）及び前第３四半期連結累計期間（平成21年４月１日から平成21年12月31日まで）に係る四半

期連結財務諸表並びに当第３四半期連結会計期間（平成22年10月１日から平成22年12月31日まで）及び当第３四半

期連結累計期間（平成22年４月１日から平成22年12月31日まで）に係る四半期連結財務諸表について有限責任監査

法人トーマツによる四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：百万円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年12月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 5,378 870

受取手形及び売掛金 5,167 13,541

商品及び製品 58 23

仕掛品 2,082 3,653

原材料 301 393

その他 518 852

貸倒引当金 △7 △16

流動資産合計 13,499 19,319

固定資産

有形固定資産 ※1
 240

※1
 301

無形固定資産 113 136

投資その他の資産

破産更生債権等 84 110

その他 210 221

貸倒引当金 △84 △110

投資その他の資産合計 210 221

固定資産合計 565 659

資産合計 14,065 19,978

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 ※2
 4,789 7,888

短期借入金 － 3,350

未払法人税等 357 334

製品保証引当金 251 425

引当金 62 113

その他 486 890

流動負債合計 5,946 13,002

固定負債

引当金 63 49

固定負債合計 63 49

負債合計 6,010 13,051
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（単位：百万円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年12月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年３月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 2,408 2,322

資本剰余金 2,064 1,978

利益剰余金 3,850 2,822

自己株式 △125 △125

株主資本合計 8,198 6,997

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △2 △1

繰延ヘッジ損益 △6 1

為替換算調整勘定 △204 △102

評価・換算差額等合計 △213 △101

新株予約権 69 30

純資産合計 8,054 6,926

負債純資産合計 14,065 19,978
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（２）【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年12月31日)

売上高 12,750 14,117

売上原価 9,103 9,938

売上総利益 3,647 4,179

販売費及び一般管理費 ※
 1,859

※
 2,096

営業利益 1,787 2,083

営業外収益

受取利息及び配当金 7 9

為替差益 10 －

受取保険金 － 8

その他 5 5

営業外収益合計 23 23

営業外費用

支払利息 30 8

為替差損 － 45

その他 8 6

営業外費用合計 38 60

経常利益 1,772 2,046

特別利益

貸倒引当金戻入額 － 4

国庫補助金 7 4

その他 0 －

特別利益合計 7 9

特別損失

固定資産売却損 － 0

固定資産除却損 7 12

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 11

固定資産圧縮損 1 －

その他 0 －

特別損失合計 9 24

税金等調整前四半期純利益 1,770 2,032

法人税、住民税及び事業税 806 636

法人税等調整額 △122 104

法人税等合計 684 741

少数株主損益調整前四半期純利益 － 1,290

四半期純利益 1,086 1,290
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【第３四半期連結会計期間】
（単位：百万円）

前第３四半期連結会計期間
(自　平成21年10月１日
　至　平成21年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(自　平成22年10月１日
　至　平成22年12月31日)

売上高 3,555 3,306

売上原価 2,549 2,346

売上総利益 1,006 960

販売費及び一般管理費 ※
 512

※
 756

営業利益 493 204

営業外収益

受取利息及び配当金 2 6

為替差益 13 0

受取保険金 － 8

その他 2 2

営業外収益合計 18 18

営業外費用

支払利息 7 2

支払手数料 － 5

その他 2 0

営業外費用合計 9 8

経常利益 502 214

特別利益

貸倒引当金戻入額 － 3

その他 0 －

特別利益合計 0 3

特別損失

固定資産除却損 0 10

特別損失合計 0 10

税金等調整前四半期純利益 501 206

法人税、住民税及び事業税 250 17

法人税等調整額 4 26

法人税等合計 254 44

少数株主損益調整前四半期純利益 － 162

四半期純利益 246 162
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年12月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 1,770 2,032

減価償却費 109 107

株式報酬費用 17 38

貸倒引当金の増減額（△は減少） △0 △33

賞与引当金の増減額（△は減少） △47 △51

製品保証引当金の増減額（△は減少） 196 △171

退職給付引当金の増減額（△は減少） 8 14

受取利息及び受取配当金 △7 △9

支払利息 30 8

為替差損益（△は益） 0 28

有形固定資産売却損益（△は益） － 0

有形固定資産除却損 1 12

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 13

無形固定資産除却損 6 －

固定資産圧縮損 1 －

売上債権の増減額（△は増加） △2,683 8,168

たな卸資産の増減額（△は増加） 471 1,562

その他の流動資産の増減額（△は増加） 27 206

その他の固定資産の増減額（△は増加） △0 △3

破産更生債権等の増減額（△は増加） 0 26

仕入債務の増減額（△は減少） 1,650 △2,944

前受金の増減額（△は減少） 1,155 △305

その他の流動負債の増減額（△は減少） 98 △19

小計 2,808 8,680

利息及び配当金の受取額 10 9

利息の支払額 △30 △8

法人税等の支払額 △242 △599

営業活動によるキャッシュ・フロー 2,545 8,081

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △215 △0

定期預金の払戻による収入 216 －

有形固定資産の取得による支出 △72 △67

有形固定資産の売却による収入 0 0

無形固定資産の取得による支出 △53 △10

投資有価証券の取得による支出 △1 △1

貸付けによる支出 △0 △4

貸付金の回収による収入 0 2

投資活動によるキャッシュ・フロー △125 △82
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（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年12月31日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入れによる収入 32,300 7,550

短期借入金の返済による支出 △33,450 △10,900

長期借入金の返済による支出 △300 －

株式の発行による収入 125 172

配当金の支払額 △115 △261

財務活動によるキャッシュ・フロー △1,439 △3,439

現金及び現金同等物に係る換算差額 5 △42

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 986 4,517

現金及び現金同等物の期首残高 409 788

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 1,396

※
 5,306
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

 
当第３四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年12月31日）

会計処理基準に関する

事項の変更

資産除去債務に関する会計基準の適用

第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基

準第18号　平成20年３月31日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」

（企業会計基準適用指針第21号　平成20年３月31日）を適用しております。

これにより、当第３四半期連結累計期間の営業利益及び経常利益は１百万円、税金

等調整前四半期純利益は13百万円それぞれ減少しております。また、当会計基準等の

適用開始により、投資その他の資産の「その他」が11百万円減少しております。

 

【表示方法の変更】

当第３四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年12月31日）

（四半期連結損益計算書）

１．「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号　平成20年12月26日）に基づく「財務諸表等

の用語、様式及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（平成21年３月24日　内閣府令第５

号）の適用により、当第３四半期連結累計期間では、「少数株主損益調整前四半期純利益」の科目で表示し

ております。

２．前第３四半期連結累計期間において、特別利益の「その他」に含めて表示しておりました「貸倒引当金

戻入額」は特別利益総額の100分の20を超えたため、当第３四半期連結累計期間では区分掲記することとし

ました。なお、前第３四半期連結累計期間の特別利益の「その他」に含まれる「貸倒引当金戻入額」は0百

万円であります。

当第３四半期連結会計期間
（自　平成22年10月１日
至　平成22年12月31日）

（四半期連結損益計算書）

１．「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号　平成20年12月26日）に基づく「財務諸表等

の用語、様式及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（平成21年３月24日　内閣府令第５

号）の適用により、当第３四半期連結会計期間では、「少数株主損益調整前四半期純利益」の科目で表示し

ております。

２．前第３四半期連結会計期間において、営業外費用の「その他」に含めて表示しておりました「支払手数

料」は営業外費用総額の100分の20を超えたため、当第３四半期連結会計期間では区分掲記することとしま

した。なお、前第３四半期連結会計期間の営業外費用の「その他」に含まれる「支払手数料」は1百万円で

あります。　

３．前第３四半期連結会計期間において、特別利益の「その他」に含めて表示しておりました「貸倒引当金

戻入額」は特別利益総額の100分の20を超えたため、当第３四半期連結会計期間では区分掲記することとし

ました。なお、前第３四半期連結会計期間の特別利益の「その他」に含まれる「貸倒引当金戻入額」は0百

万円であります。　
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【簡便な会計処理】

該当事項はありません。

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

該当事項はありません。
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【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

当第３四半期連結会計期間末
（平成22年12月31日）

前連結会計年度末
（平成22年３月31日）

※1. 有形固定資産の減価償却累計額は、518百万円であり

ます。

※1. 有形固定資産の減価償却累計額は、477百万円であり

ます。

※2. 四半期連結会計期間末日満期手形

四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理につい

ては、当第３四半期連結会計期間の末日は金融機関の

休日でしたが、満期日に決済が行われたものとして処

理しております。当第３四半期連結会計期間末日満期

手形の金額は次のとおりであります。

　──────────　

支払手形 494百万円 　

（四半期連結損益計算書関係）

前第３四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年12月31日）

※ 販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次

のとおりであります。

※ 販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次

のとおりであります。

発送費 266 百万円

従業員給料手当 173 百万円

賞与引当金繰入額 45 百万円

退職給付引当金繰入額 7 百万円

製品保証引当金繰入額　 492百万円　

減価償却費 10百万円

研究開発費 252 百万円

発送費 225 百万円

従業員給料手当 201 百万円

賞与引当金繰入額 50 百万円

退職給付引当金繰入額 10 百万円

製品保証引当金繰入額　 205百万円　

減価償却費 10百万円

研究開発費 471 百万円

前第３四半期連結会計期間
（自　平成21年10月１日
至　平成21年12月31日）

当第３四半期連結会計期間
（自　平成22年10月１日
至　平成22年12月31日）

※ 販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次

のとおりであります。

※ 販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次

のとおりであります。

発送費 39 百万円

従業員給料手当 52 百万円

賞与引当金繰入額 12 百万円

退職給付引当金繰入額　 2百万円　

製品保証引当金繰入額　 131百万円　

減価償却費 3百万円

研究開発費 72 百万円

発送費 50 百万円

従業員給料手当 65 百万円

賞与引当金繰入額 17 百万円

退職給付引当金繰入額　 2百万円　

製品保証引当金繰入額　 124百万円　

減価償却費 3百万円

研究開発費 187 百万円
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（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

前第３四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年12月31日）

　※ 現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借

対照表に掲記されている科目の金額との関係

（平成21年12月31日現在）　

　※ 現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借

対照表に掲記されている科目の金額との関係

（平成22年12月31日現在）　

現金及び預金勘定 1,604百万円

預入期間が３か月を超える定期預金 △208百万円

現金及び現金同等物 1,396百万円

 

現金及び預金勘定 5,378百万円

預入期間が３か月を超える定期預金 △72百万円

現金及び現金同等物 5,306百万円

 

（株主資本等関係）

当第３四半期連結会計期間末（平成22年12月31日）及び当第３四半期連結累計期間（自　平成22年４月１日　至　平

成22年12月31日）

１．発行済株式の種類及び総数

普通株式　　　　　　 47,540株

２．自己株式の種類及び株式数

普通株式　　　　　　　　748株

３．新株予約権等に関する事項

ストック・オプションとしての新株予約権

新株予約権の四半期連結会計期間末残高　　親会社　69百万円

（注）上記の新株予約権は、当第３四半期連結会計期間末において権利行使期間の初日が到来しておりません。

４．配当に関する事項

（１）配当金支払額　

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成22年６月25日

定時株主総会
普通株式 174 3,750平成22年３月31日平成22年６月28日利益剰余金

平成22年11月5日

取締役会
普通株式 87 1,875平成22年９月30日平成22年12月6日利益剰余金

（セグメント情報等）

【事業の種類別セグメント情報】

前第３四半期連結会計期間（自平成21年10月１日　至平成21年12月31日）及び前第３四半期連結累計期間

（自平成21年４月１日　至平成21年12月31日）

第１四半期連結会計期間より事業区分の変更を行った結果、「ＦＰＤ事業」以外に事業の種類が無いため、該

当事項はありません。

（注）事業区分の方法の変更

事業区分の方法について、従来「検査関連装置事業」と「液晶基板製造（露光）装置事業」の２区分として

おりましたが、第１四半期連結会計期間より「ＦＰＤ事業」に集約しております。

この変更は、今後生産及び顧客サポートなどにおいて「検査関連装置事業」と「液晶基板製造（露光）装置

事業」間の人材等の流動化、共有化がますます活発になっていくこと、有機ＥＬ用製造装置の開発に着手した

こと、当社製品と競合しない他社の液晶用製造設備の取り扱いを検討していることなどから、限られた人材、

経営資源を液晶や有機ＥＬ等の市場動向に対応して機動的に配分していく必要があり、このような観点から

事業区分の見直しを行った結果であります。

【所在地別セグメント情報】

前第３四半期連結会計期間（自　平成21年10月１日　至　平成21年12月31日）

 日本
（百万円）

アジア
（百万円）

計
（百万円）

消去又は全社
（百万円）

連結
（百万円）

売上高 　 　 　 　 　

(1）外部顧客に対する売上高 3,429 125 3,555 － 3,555

(2）セグメント間の内部売上高 334 17 352 (352) －

計 3,764 143 3,907 (352) 3,555
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 日本
（百万円）

アジア
（百万円）

計
（百万円）

消去又は全社
（百万円）

連結
（百万円）

営業利益（損失△） 564 △1 563 (69) 493

前第３四半期連結累計期間（自　平成21年４月１日　至　平成21年12月31日）

 日本
（百万円）

アジア
（百万円）

計
（百万円）

消去又は全社
（百万円）

連結
（百万円）

売上高 　 　 　 　 　

(1）外部顧客に対する売上高 12,446 303 12,750 － 12,750

(2）セグメント間の内部売上高 434 93 527 (527) －

計 12,881 397 13,278 (527) 12,750

営業利益（損失△） 1,862 △4 1,857 (70) 1,787

　（注）１．国又は地域は、地理的近接度により区分しております。

２．本邦以外の区分に属する地域の内訳は次のとおりであります。

アジア……韓国、台湾

　

【海外売上高】

前第３四半期連結会計期間（自　平成21年10月１日　至　平成21年12月31日）

　 アジア 計

Ⅰ　海外売上高（百万円） 201 201

Ⅱ　連結売上高（百万円） － 3,555

Ⅲ　海外売上高の連結売上高に占める割合（％） 5.7 5.7

前第３四半期連結累計期間（自　平成21年４月１日　至　平成21年12月31日）

　 アジア 計

Ⅰ　海外売上高（百万円） 3,176 3,176

Ⅱ　連結売上高（百万円） － 12,750

Ⅲ　海外売上高の連結売上高に占める割合（％） 24.9 24.9

（注）１．国又は地域は、地理的近接度により区分しております。

２．各区分に属する地域の内訳は次のとおりであります。

アジア……台湾、韓国、中国

３．海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高であります。

【セグメント情報】

当第３四半期連結累計期間（自平成22年４月１日　至平成22年12月31日）及び当第３四半期連結会計期間（自平

成22年10月１日　至平成22年12月31日）　

当社グループはＦＰＤ事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

（追加情報）

第１四半期連結会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号　平成21年

３月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第20号　平成20

年３月21日）を適用しております。

（デリバティブ取引関係）

当第３四半期連結会計期間末（平成22年12月31日）

ヘッジ会計を適用しているため、該当事項はありません。

（ストック・オプション等関係）

当第３四半期連結会計期間（自　平成22年10月１日　至　平成22年12月31日）

１．ストック・オプションに係る当第３四半期連結会計期間における費用計上額及び科目名

販売費及び一般管理費　13百万円

２．当第３四半期連結会計期間に付与したストック・オプションの内容

該当事項はありません。
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（１株当たり情報）

１．１株当たり純資産額

当第３四半期連結会計期間末
（平成22年12月31日）

前連結会計年度末
（平成22年３月31日）

１株当たり純資産額 170,659.58円 １株当たり純資産額 148,548.41円

（注）１株当たり純資産額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。 

 
当第3四半期連結会計期間末
（平成22年12月31日）

前連結会計年度末
（平成22年３月31日）

 純資産の部の合計額（百万円） 8,054 6,926
純資産の部の合計額から控除する金額
（百万円）

69 30

（うち新株予約権） (69) (30)
普通株式に係る四半期末（期末）の純資産額
（百万円）

7,985 6,896

１株当たり純資産額の算定に用いられた四半期
末（期末）の普通株式の数（株）

46,792 46,424

２．１株当たり四半期純利益金額等

前第３四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年12月31日）

１株当たり四半期純利益金額 23,560.42円

潜在株式調整後１株当たり四半期

純利益金額
23,502.85円

１株当たり四半期純利益金額 27,637.02円

潜在株式調整後１株当たり四半期

純利益金額
27,620.46円

（注）１株当たり四半期純利益金額及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下の

とおりであります。　　　 

 
前第３四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年12月31日）

１株当たり四半期純利益金額 　 　

四半期純利益（百万円） 1,086 1,290

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る四半期純利益（百万円） 1,086 1,290

期中平均株式数（株） 46,133 46,695

 　 　

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 　 　

四半期純利益調整額（百万円） － －

普通株式増加数（株） 113 28

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当

たり四半期純利益額の算定に含めなかった潜在株式

で、前連結会計年度末から重要な変動があったもの

の概要

平成17年6月28日定時株主総会

決議ストックオプション

（新株予約権）

普通株式 373株

平成21年6月25日定時株主総会

決議ストックオプション

（新株予約権）

普通株式 400株

平成21年6月25日定時株主総会

決議ストックオプション

（新株予約権）

普通株式 386株
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前第３四半期連結会計期間
（自　平成21年10月１日
至　平成21年12月31日）

当第３四半期連結会計期間
（自　平成22年10月１日
至　平成22年12月31日）

１株当たり四半期純利益金額 5,332.54円

潜在株式調整後１株当たり四半期

純利益金額
5,309.25円

１株当たり四半期純利益金額 3,475.06円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益について

は、希薄化効果を有している潜在株式が存在しないため、

記載を省略しております。

　

（注）１株当たり四半期純利益金額及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下の

とおりであります。　　　 

 
前第３四半期連結会計期間
（自　平成21年10月１日
至　平成21年12月31日）

当第３四半期連結会計期間
（自　平成22年10月１日
至　平成22年12月31日）

１株当たり四半期純利益金額 　 　

四半期純利益（百万円） 246 162

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る四半期純利益（百万円） 246 162

期中平均株式数（株） 46,259 46,792

 　 　

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 　 　

四半期純利益調整額（百万円） － －

普通株式増加数（株） 203 －

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当

たり四半期純利益額の算定に含めなかった潜在株式

で、前連結会計年度末から重要な変動があったもの

の概要

平成17年6月28日定時株主総会

決議ストックオプション

（新株予約権）

普通株式 373株

平成21年6月25日定時株主総会

決議ストックオプション

（新株予約権）

普通株式 400株

平成21年6月25日定時株主総会

決議ストックオプション

（新株予約権）

普通株式 386株

　

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

（リース取引関係）

当第３四半期連結会計期間において、取引残高に重要な変動はありません。
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２【その他】

平成22年11月５日開催の取締役会において、当期中間配当に関し、次のとおり決議いたしました。　 

(イ）中間配当による配当金の総額………………87百万円 

（ロ）１株当たりの金額……………………………1,875円 

（ハ）支払請求の効力発生日及び支払開始日……平成22年12月６日 

（注）平成22年９月30日現在の株主名簿に記載又記録された株主に対し、支払っております。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成22年2月3日

株式会社ブイ・テクノロジー

取締役会　御中

有限責任監査法人　トーマツ

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 水上　亮比呂　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 石上　卓哉　    印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社ブイ・テク

ノロジーの平成21年４月１日から平成22年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成21年10月１日か

ら平成21年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成21年４月１日から平成21年12月31日まで）に係る四半期連

結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について

四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期

連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ブイ・テクノロジー及び連結子会社の平成21年12月31日現在の

財政状態、同日をもって終了する第３四半期連結会計期間及び第３四半期連結累計期間の経営成績並びに第３四半期連結

累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められな

かった。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

　（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社が四半期連

結財務諸表に添付する形で別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。　
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成23年２月３日

株式会社ブイ・テクノロジー

取締役会　御中

有限責任監査法人　トーマツ

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 水上　亮比呂　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 石上　卓哉　    印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社ブイ・テク

ノロジーの平成22年４月１日から平成23年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成22年10月１日か

ら平成22年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成22年４月１日から平成22年12月31日まで）に係る四半期連

結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について

四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期

連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ブイ・テクノロジー及び連結子会社の平成22年12月31日現在の

財政状態、同日をもって終了する第３四半期連結会計期間及び第３四半期連結累計期間の経営成績並びに第３四半期連結

累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められな

かった。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

　（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社が四半期連

結財務諸表に添付する形で別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。　
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